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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年5月15日(2014.5.15)

【公表番号】特表2013-525266(P2013-525266A)
【公表日】平成25年6月20日(2013.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-032
【出願番号】特願2012-554464(P2012-554464)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/531    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  16/18    ＺＮＡ　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ  33/531   　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月26日(2014.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトα－シヌクレインプロトフィブリルについての高親和性およびα－シヌクレインモ
ノマーの低結合性を有する抗体またはその断片であって、以下の組合せから選択される３
種の可変重鎖（ＶＨ）ＣＤＲ配列と３種の可変軽鎖（ＶＬ）ＣＤＲ配列との組合わせを有
する抗体またはその断片：
配列番号：２２、２８、３５、４１、４７及び５０、
配列番号：２３、２９、３６、４２、４７及び５０、
配列番号：２４、３０、３７、４３、４８及び５１、
配列番号：２５、３１、３８、４４、４７及び５２、
配列番号：２６、３２、３９、４５、４７及び５３、
配列番号：２３、３３、３７、４３、４８及び５４、並びに
配列番号：２７、３４、４０、４６、４９及び５５。
【請求項２】
　該抗体またはその断片が、配列番号：２２、２８、３５、４１、４７及び５０のＣＤＲ
配列の組合せを有する請求項１記載の抗体またはその断片。
【請求項３】
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　該抗体またはその断片が、配列番号：２３、２９、３６、４２、４７及び５０のＣＤＲ
配列の組合せを有する請求項１記載の抗体またはその断片。
【請求項４】
　該抗体またはその断片が、配列番号：２４、３０、３７、４３、４８及び５１のＣＤＲ
配列の組合せを有する請求項１記載の抗体またはその断片。
【請求項５】
　該抗体またはその断片が、配列番号：２５、３１、３８、４４、４７及び５２のＣＤＲ
配列の組合せを有する請求項１記載の抗体またはその断片。
【請求項６】
　該抗体またはその断片が、配列番号：２６、３２、３９、４５、４７及び５３のＣＤＲ
配列の組合せを有する請求項１記載の抗体またはその断片。
【請求項７】
　該抗体またはその断片が、配列番号：２３、３３、３７、４３、４８及び５４のＣＤＲ
配列の組合せを有する請求項１記載の抗体またはその断片。
【請求項８】
該抗体またはその断片が、配列番号：２７、３４、４０、４６、４９及び５５のＣＤＲ配
列の組合せを有する請求項１記載の抗体またはその断片。
【請求項９】
　該抗体またはその断片が、β－シヌクレインモノマーの低結合性を有する請求項１乃至
８のいずれか１項に記載の抗体またはその断片。
【請求項１０】
　該抗体またはその断片が、α－シヌクレインフィブリルの低結合性を有する請求項１乃
至９のいずれか１項に記載の抗体またはその断片。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の抗体または断片、および医薬的に許容される
担体を含む医薬組成物。
【請求項１２】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の抗体または断片を、α－シヌクレインプロト
フィブリルを含む、または含む疑いのある生物試料に添加する工程、および
α－シヌクレインプロトフィブリルと該抗体または断片との間で形成された複合体の存在
を検出する工程
を含むα－シヌクレインプロトフィブリルを検出する方法。
【請求項１３】
　個体においてα－シヌクレイン病変を有する神経変性障害の発症を予防する、α－シヌ
クレイン病変を有する神経変性障害の発症を遅延させる、またはα－シヌクレイン病変を
有する神経変性障害を治療するための医薬的組成物の製造のための請求項１乃至１０のい
ずれか１項に記載の抗体もしくは断片の使用。
【請求項１４】
　該神経変性障害が、パーキンソン病（ＰＤ）、レビー小体型認知症（ＤＬＢ）、アルツ
ハイマー病のレビー小体バリアント、アルツハイマー病、ダウン症候群、多系統萎縮症、
精神病、統合失調症またはクロイツフェルト・ヤコブ病である、請求項１３に記載の使用
。
【請求項１５】
　該神経変性障害が、パーキンソン病（ＰＤ）、レビー小体型認知症（ＤＬＢ）、アルツ
ハイマー病のレビー小体バリアント、アルツハイマー病、または多系統萎縮症である、請
求項１３に記載の使用。
【請求項１６】
　該神経変性障害が、パーキンソン病（ＰＤ）である、請求項１３に記載の使用。
【請求項１７】
　該医薬的組成物が、該神経変性障害を治療するためのものである、請求項１３乃至１６
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のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１８】
　該医薬的組成物が、該神経変性障害の発症を遅延させるためのものである、請求項１３
乃至１６のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１９】
　該医薬的組成物が、該神経変性障害の発症を予防するためのものである、請求項１３乃
至１６のいずれか１項に記載の使用。
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